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中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
が
四

月
二
十
五
日
、
若
葉
の
上
ヶ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
キ

リ
ス
ト
教
協
議
会
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
が
仲

介
し
た
訪
問
で
、
今
回
が
三
回
目
の

来
日
。
代
表
団
は
三
自
愛
国
運
動
全

国
委
員
会
委
員
長
の
季
　
虹
氏
を
団

長
に
し
た
十
人
の
中
国
全
土
か
ら
の

教
会
関
係
者
で
あ
る
。
女
性
四
名
を

含
む
中
国
の
お
客
様
は
、
上
ヶ
原�

キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
学
合
同
イ
ー
ス�

タ
ー
・
チ
ャ
ペ
ル
に
出
席
し
て
、
学

生
と
一
緒
に
復
活
節
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
聞
き
、
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
の
歌

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
関
学
キ
ャ

ン
パ
ス
の
美
し
さ
に
驚
嘆
の
声
を
あ

げ
る
一
日
を
過
ご
し
た
。�

����
　
中
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
数

は
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
当

時
は
約
七
十
万
人
あ
ま
り
。
共
産
主

義
政
権
下
の
憲
法
で
「
信
教
の
自
由
」

を
保
証
さ
れ
た
も
の
の
、
文
化
大
革

命
で
は
教
会
す
べ
て
が
閉
鎖
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
は
紅
衛
兵
の
激
し
い
迫

害
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
ん
な
現
代
史

の
経
過
も
あ
っ
て
、
二
限
目
の
Ｒ
Ｃ�

Ｃ
・
神
学
部
共
催
の
講
演
会
は
興
味�

津
々
、「
今
日
の
中
国
に
お
け
る
キ
リ

ト
教
」
と
題
さ
れ
た
季
団
長
の
公
開

講
演
を
聴
く
こ
と
に
な
っ
た
。�

　
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
は
中
華

人
民
共
和
国
の
成
立
直
後
、
「
自
治
、

自
養
、
自
伝
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は

国
内
の
教
会
運
営
や
伝
道
は
中
国
の

教
会
人
が
責
任
を
も
っ
て
行
い
、
外

国
人
宣
教
師
に
頼
ら
ず
に
自
分
た
ち

で
独
自
に
遂
行
す
る
と
い
う
も
の
。

以
来
、
中
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
は
教
派
を
認
め
ず
、「
中
国
基
督
教

三
自
愛
国
運
動
委
員
会
」
と
、
一
九

八
〇
年
に
創
ら
れ
た
「
中
国
基
督
教

協
会
」
の
二
つ
の
組
織
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
不
満
と
し�

て
、
三
自
愛
国
運
動
に
参
加
し
な
い

非
公
認
の
「
家
の
教
会
」
も
存
在
し

て
い
る
が
、「
三
自
愛
国
主
義
」
の
中

国
教
会
の
原
則
は
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
を
信
じ
、
中
国
人
民
を
愛
す
る

当
然
の
帰
結
」
と
季
団
長
は
熱
く
語

っ
た
。�

��

�

�

　
し
か
し
気
に
な
る
の
は
教
会
と
国

家
の
関
係
。「
三
自
」
は
良
い
と
し
て

も
「
愛
国
」
は
国
家
主
義
へ
の
隷
属

で
は
な
い
の
か
。
本
当
に
「
信
仰
の

自
由
」
は
あ
る
の
か
。
そ
ん
な
危
惧

の
声
に
対
し
て
「
教
会
が
国
家
に
隷

属
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
李
団

長
は
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
、
公
共
の

秩
序
を
乱
さ
な
い
か
ぎ
り
、
宗
教
の

自
由
は
法
令
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て

い
る
と
断
言
し
た
。
外
国
人
に
よ
る

伝
道
や
神
学
書
の
翻
訳
と
出
版
は
自

由
な
の
か
と
い
う
学
生
の
質
問
に
は
、

三
自
愛
国
委
員
会
の
許
可
を
得
れ
ば

可
能
と
答
え
た
も
の
の
、「
今
後
の
課

題
」
で
も
あ
る
と
率
直
に
認
め
る
一

幕
も
あ
っ
た
。�

��

�

�

　
関
学
の
創
始
者
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ

ン
バ
ス
博
士
は
上
海
生
ま
れ
で
、
後

に
中
国
で
医
療
伝
道
に
活
躍
し
た
世

界
的
宣
教
師
だ
が
、
今
年
は
中
国
で

キ
リ
ス
ト
教
が
宣
教
を
開
始
し
て
か

ら
二
百
周
年
の
記
念
の
年
。
教
会
も

改
革
開
放
政
策
に
よ
っ
て
急
成
長
を

続
け
、
今
で
は
全
国
に
二
千
万
人
の

信
者
と
五
万
の
教
会
が
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
バ
ブ
ル
的
な
経
済
発
展
が
ひ

ず
み
を
生
み
出
し
て
い
る
の
も
事
実�

で
、
青
年
や
学
生
た
ち
は
、
物
質
至

上
主
義
で
は
な
い
精
神
的
充
足
を
キ

リ
ス
ト
教
に
求
め
て
い
る
よ
う
だ
。

中
国
に
は
吉
林
大
学
を
は
じ
め
本
学

が
交
流
を
も
つ
大
学
が
い
く
つ
も
あ

る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
高
等
教
育
の

領
域
で
も
今
後
い
っ
そ
う
の
協
力
と

情
報
交
換
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。�

�

中
国
か
ら
代
表
団
が
来
校�

三
自
愛
国
運
動
を
強
調�

国
家
と
宗
教
の
自
由�

い
っ
そ
う
の
相
互
交
流
を�

－中国教会代表団を迎えて�

栗　林　輝　夫�
（法学部教授・宗教主事）�

RCCセンター長�

躍動する中国と「三自愛国」のキリスト教�躍動する中国と「三自愛国」のキリスト教�躍動する中国と「三自愛国」のキリスト教�
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前　島　宗　甫�
前キリスト教と文化研究センター教授�

平和を創る�
～あるNGOの軌跡から～�
平和を創る�
～あるNGOの軌跡から～�
平和を創る�
～あるNGOの軌跡から～�

第34回ＲＣＣフォーラム講演抄（2006年12月14日）�

は
じ
め
に�

ネ
グ
ロ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

　
戦
後
の
日
本
の
あ
り
方
と
日
比
関

係
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
に

日
比
間
に
民
衆
レ
ベ
ル
の
連
帯
活
動

が
生
ま
れ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
二

つ
の
事
件
が
あ
っ
た
。�

�

「
ナ
ボ
タ
ス
事
件
」�

　
一
九
七
四
年
五
月
、
マ
ニ
ラ
を
訪

れ
た
私
は
ナ
ボ
タ
ス
事
件
を
知
ら
さ

れ
た
。
マ
ニ
ラ
湾
に
面
し
た
ナ
ボ
タ

ス
漁
港
の
近
代
化
工
事
を
請
け
負
っ

た
日
本
企
業
が
、
ず
さ
ん
な
浚
渫
工

事
の
た
め
漁
港
に
隣
接
し
た
村
を
水

浸
し
に
し
た
事
件
で
あ
る
。
大
阪
を

中
心
に
「
ナ
ボ
タ
ス
住
民
と
連
帯
す

る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
被
害
者
住
民

と
話
し
合
う
こ
と
を
求
め
て
建
設
会

社
と
交
渉
が
持
た
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
教
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
国
際

的
な
関
心
も
あ
っ
て
、
翌
年
、
会
社

側
が
排
水
と
排
水
溝
の
新
設
を
約
束

し
合
意
書
が
交
わ
さ
れ
た
事
件
で
あ�

る
。�

�

「
カ
ガ
ヤ
ン
デ
オ
ロ
事
件
」�

　
一
九
七
五
年
一
月
、
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
が
、
日
本

の
製
鉄
会
社
の
カ
ガ
ヤ
ン
デ
オ
ロ
進

出
に
伴
い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
教
会
か

ら
実
態
調
査
の
要
請
を
受
け
た
。
住

民
の
強
制
立
ち
退
き
問
題
と
有
害
ガ

ス
発
生
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
同
社

が
操
業
し
て
い
た
千
葉
で
は
、公
害
認

定
患
者
た
ち
に
よ
る
新
設
計
画
差
し

止
め
と
損
害
賠
償
を
求
め
る
裁
判
が

行
わ
れ
て
い
た
。
裁
判
で
会
社
側
は�

「
焼
結
工
場
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
建
設
中
」

と
証
言
し
、
原
告
側
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
を
激
怒
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

結
果
会
社
側
は
高
性
能
の
集
塵
装
置

を
取
り
付
け
る
こ
と
で
収
拾
さ
せ
た
。�

　
こ
の
二
つ
の
事
件
に
共
通
点
が
あ

る
こ
と
に
、
詳
し
い
説
明
の
必
要
は

あ
る
ま
い
。
戦
後
、
ア
ジ
ア
か
ら
の

反
日
感
情
に
「
お
と
な
し
く
」
し
て

い
た
日
本
が
、
ア
ジ
ア
各
地
に
生
ま

れ
た
軍
事
独
裁
政
権
・
開
発
独
裁
政

権（
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
Ｆ
・
マ
ル
コ
ス
大

統
領
）
を
利
用
し
て
進
出
を
始
め
た

ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。�

　
こ
の
よ
う
な
運
動
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
日
比
間
の
課
題
に
取
り
組
む

市
民
、
研
究
者
、
教
会
関
係
者
た
ち

が
「
日
本
フ
ィ
リ
ピ
ン
問
題
連
絡
会

議（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）」
を
立
ち
上
げ
た
。

日
比
間
の
課
題
、
と
り
わ
け
経
済
進�

出
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
独
裁
政
権
下
の
人
権
、

民
主
化
な
ど
を
日
比
双
方
で
連
帯
し

な
が
ら
取
り
組
み
始
め
た
の
で
あ
る
。�

　
一
九
八
五
年
秋
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

が
「
十
四
万
人
の
子
ど
も
の
命
が
危

な
い
」
と
「
ネ
グ
ロ
ス
島
の
飢
餓
宣
言
」

を
世
界
に
発
信
し
た
。�

　
ネ
グ
ロ
ス
島
は
「
負
の
遺
産
」
の

典
型
例
で
あ
る
。
私
た
ち
が
関
わ
る

西
州
は
砂
糖
産
業
に
よ
る
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー
型
経
済
の
典
型
的
構
造
を
持�

つ
。
人
口
の
一
％
の
大
地
主
が
農
地

の
六
〇
％
を
支
配
す
る
。
豊
か
な
土

地
が
あ
り
な
が
ら
自
ら
の
食
糧
生
産

が
許
さ
れ
な
い
。「
食
糧
を
必
要
と
す

る
人
々
は
モ
ノ
を
自
由
に
す
る
立
場

に
な
い
」（
Ｓ
・
ジ
ョ
ー
ジ
『
な
ぜ
世

界
の
半
分
が
飢
え
る
の
か
』
）。
こ
の

飢
餓
の
構
造
を
ど
う
変
え
ら
れ
る
の

か
が
ネ
グ
ロ
ス
島
の
飢
餓
へ
の
対
応

と
私
た
ち
は
考
え
、「
日
本
ネ
グ
ロ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
」
を
一
九
八

六
年
二
月
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ�

る
。�

　
先
ず
は
緊
急
支
援
で
あ
る
。�

　
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人

び
と
に
先
ず
必
要
な
の
は
食
糧
と
薬

品
を
届
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
支
援

活
動
を
国
際
的
に
実
施
す
る
場
合
、

大
切
な
の
は
「
誰
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
か
」
で
あ
る
。
そ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
現
状
認
識
、
分
析
、
方
向
性
な

ど
を
共
有
で
き
る
か
。
こ
れ
が
支
援

の
内
容
を
決
定
付
け
る
。
私
た
ち
の

場
合
、
先
述
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
を
通
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
信
頼
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
た
。
た
ち
ま
ち

の
う
ち
に
教
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
砂
糖
農

園
労
働
者
組
合
が
協
力
し
て
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
が
組
織
さ
れ
、
緊
急
支

援
が
始
め
ら
れ
た
。�
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オ
ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド�

　
次
い
で
復
興
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。�

　
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
「
い
つ
ま
で
支

援
を
続
け
る
の
か
」、
「
い
つ
終
え
る

の
か
」
が
私
た
ち
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
ネ
グ
ロ
ス
の
飢
餓
は
構
造
的

な
も
の
で
あ
る
。
簡
単
に
や
め
て
し

ま
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
一
年
後
に

自
立
の
た
め
の
「
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク�

ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
農
業
研
修
所

で
あ
る
。
ネ
グ
ロ
ス
は
砂
糖
の
島
で

あ
る
。
砂
糖
農
園
労
働
者
は
い
て
も

農
民
は
い
な
い
。
有
機
農
業
に
よ
る

技
術
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自

立
農
業
の
モ
デ
ル
作
り
を
目
指
し
た
。�

　
三
番
目
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
社�

会
・
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。�

　
人
び
と
が
農
業
に
よ
る
生
産
手
段

を
獲
得
し
た
上
で
必
要
な
の
が
、
そ

れ
を
換
金
す
る
た
め
の
流
通
手
段
の

獲
得
で
あ
る
。
私
た
ち
は
バ
ナ
ナ
に

思
い
を
馳
せ
て
い
た
。
私
自
身
に
ひ

と
つ
の
原
体
験
が
あ
る
。
一
九
七
二�

年
、
バ
ナ
ナ
農
園
の
す
ぐ
そ
ば
で
暮

ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
隣

家
の
赤
ち
ゃ
ん
が
栄
養
失
調
で
死
亡

す
る
の
に
遭
遇
し
た
。
豊
か
に
稔
る

バ
ナ
ナ
が
あ
り
な
が
ら
人
び
と
が
飢

え
て
い
る
。
こ
の
状
況
が
衝
撃
的
で

あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
バ
ナ
ナ
の

八
〇
％
が
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い�

る
。
多
国
籍
企
業
に
支
配
さ
れ
て
い

る
バ
ナ
ナ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
も
の

で
は
な
い
。
鶴
見
良
行
は
「
生
産
の

自
由
と
選
択
が
奪
わ
れ
、
消
費
の
自

由
が
強
制
さ
れ
た
経
済
の
仕
組
み
」�

（『
バ
ナ
ナ
と
日
本
人
』
）
と
、
現

在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
仕
組

み
を
喝
破
し
て
い
た
。
バ
ナ
ナ

を
食
っ
て
い
る
の
か
、
食
わ
さ

れ
て
い
る
の
か
？
　

同
じ
食
う
の

な
ら
自
分
の
納
得
で
き
る
バ
ナ

ナ
を
食
お
う
。
納
得
で
き
る
バ

ナ
ナ
を
生
産
し
て
も
ら
お
う
。
こ

れ
が
自
立
に
む
け
て
の
社
会
・
経

済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ

の
動
機
と
な
っ
て
い
た
。
バ
ナ

ナ
と
砂
糖
の
島
の
黒
砂
糖
。
こ

れ
が
日
本
の
消
費
者
と
ネ
グ
ロ

ス
の
民
衆
の
自
立
活
動
を
繋
ぐ

民
衆
交
易
（
オ
ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド
）

の
商
品
と
な
っ
た
。
無
謀
に
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
企
業
を
生
み

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。�

　
こ
の
三
つ
を
並
行
的
に
行
う
こ
と�

を
、
私
た
ち
は
援
助
か
ら
自
立
へ
の�

「
三
位
一
体
論
」
と
呼
ん
だ
。�

　
ネ
グ
ロ
ス
の
民
衆
に
と
っ
て
自
立

へ
の
障
壁
は
、
土
地
が
な
い
、
資
本

が
な
い
、
流
通
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
と
い
う
ナ
イ
ナ
イ
尽
く
し
で
あ�

る
。
資
本
が
援
助
や
生
産
物
か
ら
の

収
入
で
得
ら
れ
た
時
、
流
通
シ
ス
テ

ム
の
確
立
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
な

ら
ば
民
衆
に
よ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
流
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
み
よ�

う
。
こ
れ
が
オ
ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド
を

生
み
出
し
た
背
景
で
あ
っ
た
。
一
九

八
六
年
十
二
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
オ

ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ａ

Ｔ
Ｃ
）
が
、
一
九
八
九
年
十
月
に
オ

ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ

Ｔ
Ｊ
）
が
誕
生
し
た
。
出
資
者
は
生�

協
、
共
同
購
入
グ
ル
ー
プ
そ
し
て
賛

同
す
る
個
人
で
あ
っ
た
。�

　
民
衆
交
易
を
生
み
出
す
に
当
た
っ

て
生
協
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
が
大
き
い

意
味
を
持
っ
た
。
生
協
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

関
わ
り
、
共
に
オ
ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
台

所
か
ら
ア
ジ
ア
を
見
る
」
こ
と
を
始

め
た
。
私
た
ち
の
台
所
に
は
ア
ジ
ア

が
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
台
所
を

ア
ジ
ア
に
開
放
し
、
ア
ジ
ア
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
を
見
つ
め
直
そ

う
と
す
る
活
動
で
あ
る
。�

　
援
助
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
援
助

を
し
な
く
て
も
良
い
状
況
を
作
り
出

す
こ
と
で
あ
る
。
バ
ナ
ナ
交
易
を
始

め
て
「
バ
ナ
ナ
村
自
立
五
カ
年
計
画
」

を
策
定
し
た
。
バ
ナ
ナ
を
交
易
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
衣
食
住
」
な
ど

の
最
低
限
の
生
活
基
盤
を
五
年
を
目

途
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
目
的
は
、
多
少
の

差
は
あ
れ
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。�

　
し
か
し
、
順
調
に
見
え
た
自
立
へ

の
支
援
は
大
き
な
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
環
境
問
題
で
あ
る
。

「
日
本
が
バ
ナ
ナ
を
買
っ
て
く
れ
る
」

と
農
民
が
バ
ナ
ナ
の
作
付
面
積
を
広

げ
た
結
果
、
バ
ナ
ナ
に
ウ
イ
ル
ス
や

虫
が
異
常
発
生
し
、
立
ち
枯
れ
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

自
然
の
調
和
を
乱
し
た
こ
と
に
対
す

る
自
然
の
反
乱
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち

は
「
自
立
農
業
計
画
」
を
策
定
、
農

業
を
軸
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
確
立
を
目
指
し
た
。
複
合
型
農

業
に
よ
る
環
境
を
破
壊
し
な
い
循
環

型
農
業
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。�

　
日
本
側
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
「
バ

ナ
ナ
を
買
っ
て
山
を
痩
せ
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

複
合
的
有
機
農
業
の
確
立
に
よ
っ
て
、

貿
易
の
公
正
さ
だ
け
で
な
く
土
地
に

富
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
考
え
実
践
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。�

��

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
〜
グ
ロ
ー
バ
ル

な
権
力
集
中
シ
ス
テ
ム
〜
へ
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
は
何
な
の
か
。
新
し
い

回
路
の
創
造
を
目
指
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

動
き
始
め
た
。
一
九
九
二
年
の
リ
オ

環
境
サ
ミ
ッ
ト
を
初
め
と
し
て
国
連

の
会
議
な
ど
へ
の
進
出
が
始
ま
っ
た
。

政
府
会
議
と
同
時
進
行
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会

議
が
行
わ
れ
、
各
国
政
府
へ
の
ロ
ビ

ー
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
国
家
を
経
由
せ
ず

世
界
的
な
意
思
決
定
の
場
に
直
接
介

入
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
楽
観
的

で
は
な
い
が
、
民
衆
に
よ
る
自
己
統

治
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
創
造
で
き
る
だ

ろ
う
か
。�

　
漢
字
の
平
和
は
、
公
平
・
平
等
に

穀
物
（
食
糧
）
が
口
に
入
る
（
象
形

文
字
で
あ
る
「
和
」）
と
い
う
意
味
を

持
つ
。
私
た
ち
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
・
Ａ
Ｔ
Ｊ

の
試
行
錯
誤
は
、
モ
ノ
を
食
う
と
い

う
生
活
の
原
点
を
見
つ
め
る
も
の
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
平
和
の
原
点
で
も

あ
る
。
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
人
間
の
能
力
、

想
像
力
の
産
物
で
あ
ろ
う
。
単
な
る

予
見
で
は
な
く
、
実
践
、
経
験
を
通

し
て
想
像
さ
れ
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ�

（
別
の
道
：
マ
タ
イ
福
音
書
二
章
十

二
節
）
の
創
造
へ
と
結
び
つ
く
こ
と

を
目
指
し
た
い
。�

平
和
へ
の
想
像
か
ら
創
造
を�
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今
年
度
最
初
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
つ
い

先
日
来
校
さ
れ
た
中
国
の
キ
リ
ス
ト

教
会
か
ら
の
来
訪
団
の
方
々
と
の
出

会
い
と
そ
の
報
告
を
は
じ
め
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
抄
も
ア
ジ
ア
が
テ
ー
マ
と
な

っ
て
お
り
、
近
隣
諸
国
と
日
本
の
キ

リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
問
わ
れ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

の
新
著
紹
介
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

十
一
年
目
を
迎
え
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
こ
れ

ま
で
に
培
っ
た
力
を
外
に
向
か
っ
て

発
信
す
る
時
を
迎
え
た
こ
と
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。�

　
経
済
学
部
准
教
授
・
Ｒ
Ｃ
Ｃ
主
任
研
究
員�

舟
　
木
　
　
　
讓�

オ
リ
ー
ブ�

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ボ
ル（
そ
の
１０
）�樋

　
口
　
　
　
進�

セ
ン
タ
ー
副
長
・
Ｒ
Ｃ
Ｃ
教
授�

　
吉
岡
記
念
館
横
の
「
ベ
ル
ス
ク
エ�

ア
」
に
は
、
聖
書
の
植
物
が
二
十
種

類
ほ
ど
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
に
オ
リ
ー
ブ
が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

洪
水
の
後
、
ノ
ア
は
地
上
に
水
が
引

い
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
鳩

を
放
っ
た
と
こ
ろ
、
鳩
は
く
ち
ば
し

に
オ
リ
ー
ブ
の
葉
を
く
わ
え
て
箱
舟

に
戻
っ
て
き
た
と
あ
り
ま
す
（
創
世

記
八
・
一
一
）。
こ
れ
は
、
大
地
が
再

び
そ
の
胎
内
か
ら
生
命
を
生
み
出
し

た
し
る
し
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、�

元
々
は
ま
ず
何
よ
り
も
神
が
人
間
に

平
和
と
祝
福
を
贈
っ
た
と
い
う
し
る

し
で
す
。
ち
な
み
に
、
た
ば
こ
の
ピ

ー
ス
の
箱
に
は
、
こ
の
鳩
が
く
ち
び

る
に
オ
リ
ー
ブ
の
枝
を
く
わ
え
て
い

る
絵
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
連
旗
も
オ
リ
ー
ブ
の
枝
葉

が
地
球
を
取
り
囲
む
デ
ザ
イ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
詩
編
五
二
・
一
〇
に
は
、「
わ
た
し

は
生
い
茂
る
オ
リ
ー
ブ
の
木
。
神
の

家
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
世
々
限
り
な�

く
、
神
の
慈
し
み
に
よ
り
頼
み
ま
す
。」

と
あ
り
、
敬
虔
な
心
を
持
つ
ゆ
え
に

神
の
庇
護
の
も
と
に
あ
る
者
が
オ
リ

ー
ブ
の
木
に
た
と
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
預
言
者
ゼ
カ
リ
ヤ
は
、
七
つ

の
と
も
し
火
を
と
も
し
た
黄
金
の
燭

台
の
左
右
に
立
て
ら
れ
た
二
本
の
オ

リ
ー
ブ
の
木
の
幻
を
見
ま
す
が
、
こ

れ
は
二
人
の
「
油
注
が
れ
た
者
」
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
非
常
に
貴

重
な
者
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
ゼ

カ
四
章
）。�

　
ギ
リ
シ
ア
で
は
オ
リ
ー
ブ
の
木
は
、

ゼ
ウ
ス
に
奉
献
さ
れ
る
聖
な
る
木
で
、

オ
リ
ン
ピ
ア
の
競
技
に
於
い
て
勝
利

者
は
神
々
の
父
ゼ
ウ
ス
か
ら
一
本
の

オ
リ
ー
ブ
の
枝
で
作
ら
れ
た
冠
を
か

ぶ
せ
ら
れ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
く
ち
ば
し
に
オ
リ
ー
ブ
の
小
枝
を

く
わ
え
た
鳩
の
図
は
、
キ
リ
ス
ト
教

葬
礼
美
術
で
も
頻
繁
に
見
ら
れ
、
死

者
の
霊
魂
の
平
安
を
象
徴
し
ま
し
た
。

「
受
胎
告
知
」
の
絵
で
は
、
天
使
ガ

ブ
リ
エ
ル
が
純
潔
を
象
徴
す
る
ゆ
り

の
花
（
マ
ド
ン
ナ
・
リ
リ
ー
）
を
持

っ
た
絵
が
多
く
描
か
れ
ま
し
た
が
（
ボ

ッ
チ
チ
ェ
リ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
な
ど
）、

イ
タ
リ
ア
・
シ
エ
ナ
派
の
画
家
の
間

で
は
、
こ
こ
の
写
真
に
あ
る
シ
モ
ー�

ネ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
の
「
受
胎
告
知
」

の
よ
う
に
手
に
平
和
を
象
徴
す
る
オ

リ
ー
ブ
の
枝
を
持
つ
天
使
を
こ
ぞ
っ

て
描
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。�

�

新
書
紹
介
●

●

●

『
聖
書
の
解
釈
と
正
典
　
　
開
か
れ
た「
読
み
」を
目
指
し
て
』�

（
関
西
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
辻
学
、
水
野
隆
一
、
嶺
重
淑
、
樋
口
進
共
著
）�

　本書は、ＲＣＣの「聖典と今日の課題」プ
ロジェクトが２００５年度に開催した４回の公
開研究会の内容をまとめたものです。前半
の第一部（聖書の「読み」を問いなおす［辻、
水野］）では、伝統的な歴史的批判的解釈方
法の問題性と可能性、文芸論的な新しい解
釈方法の意義等について取り上げ、歴史的
批判的読み方と文芸批評的読み方の接点と
相違点について明らかにしようと試みてい
ます。後半の第２部（正典を問いなおす［嶺
重、樋口］）は「正典」に目を向け、正典と
いう概念そのものが内包する矛盾と問題性
を指摘し、正典が常に再解釈されるべきも
のであることを示しています。このように
第１部と第２部のアクセントは異なってい
ますが、キリスト教の聖典である聖書をど
のように読んでいくべきなのかという根源
的な問いかけが本書全体を貫いており、
様々な解釈の可能性が指摘されるなか、
あらゆる解釈が可能なのか、それとも
正しい解釈（適切な解釈）とそうでな
い解釈があるのか、というような聖書
の「読み」そのものに関わる基本的な
問いに焦点があてられています。�
　本書の構成上の特徴としては、発題
内容が論文形式でまとめられるのでは
なく、研究会での実際の発題の口調を
そのまま保持した口語体で再現されて
いる点が挙げられ、それだけに堅苦し
くなく、読みやすいものになっていま
す。さらに、出席者を交えた発題後の
ディスカッションの模様もそのまま会
話体の文章で収録されており、この研
究会に参加されなかった方でも、各回のディ
スカッションでの興味深いやりとりをリアル
に感じ取ることができます。�
　もちろん、解釈には様々な複雑な要素が含
まれており、簡単に一つの結論を出すことは
できません。そのような意味でも、本書は明
確な一つの結論を提示しようとするものでは
なく、むしろ、聖書を解釈するという明確な
目標に向かって一つの方向性を指し示そうと
する一つの試みであると言えるでしょう。�

（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
）�


